
ＪＡが１つになるとき…

　平成23年3月11日に東北地方を襲った「東日本大震災」。このとき、私たちは“協同の力”を問わ
れました。誰もが今まで経験した事がない被害のなかＪＡは組合員に支援を呼び掛け、組合員組織
を中心にＪＡいわて花巻の力を結集。震災直後から現在まで、長きにわたって被災地に寄り添い、
支援を続けてきました。

　農家組合は、集落における組合員とその家族による自
主的な活動組織です。集落を基本に組合員を構成員とし
て、営農・生活両面の協同活動を展開し、農業振興や地
域コミュニティの活性化を担っています。農家組合の機
能には、営農面・生活面・ＪＡ運営面の３つがあります。
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震災直後から、毎年お盆前に盟友
たちが現地に出向き、仮設住宅周り
や住宅跡地で草刈作業を実施。ま
た、津波で機械を流失したという
住民の声を聞き、新品の草刈機械
と薬剤散布機を寄贈しました。現
在は、盟友が栽培した農産物の販
売も行い、交流を深めています。

草刈り支援活動

沿岸部からの「食料が足りない」とい
う連絡により、ＪＡでは農家組合を
通じて白米の提供を呼び掛けまし
た。停電の影響で情報伝達が難し
いなか、組合員の相互扶助精神に
より最終的には46tもの量を収集。
精米する必要がない白米は、沿岸
部の皆さんから喜ばれました。

白米一升運動

震災直後から、部員たちは緊急支
援物資として毛布や衣類などの生
活必需品を募り、数多くの物資が集
まりました。部員たちが性別やサイ
ズなどによって仕分けたのち、沿岸
部に届けられました。また、現在も
継続して沿岸部の皆さんと交流を
深め、「絆づくり」に繋がっています。

「食と農」の大
切さをアピー
ルする事を目
的に、各地域
で毎年10月に
開催しています。ＪＡ本店で開催している
農業まつりでは、オリジナルの炊き込み
ご飯を昔ながらの羽釜で炊き上げる「ご
はんを食べよう！飯炊き名人」、組合員が
３世代で餅をつき、つきたてを来場者に
振る舞う「三世代ふれあい餅つき大会」、
組合員とその家族など有志による手踊り
や郷土芸能などを披露する「おらほの芸
能自慢ショー」などのイベントに参画しな
がら、ＪＡと一体となって協同活動を盛り
上げています。

髙橋  堅悦  会長
（花巻市下似内）

農業まつり
従来開催していた男子野球大会と女子バ
レーボール大会を一つにし、平成28年度
から「男女混合ソフトボール大会」を開催。
組合員とその家族の健康増進や各地域間
の親睦と交流を深める場になっています。

農家組合には、ＪＡとの事業連携における協同
活動のほか、自主的に取り組んでいる活動があ
ります。田植え後の慰労会にあたる「さなぶり」
や実りの秋を祝う「収穫祭」、視察研修や交流会
などを組合員とその家族を巻き込みながら行い、
心豊かに暮らせる地域づくりに貢献しています。

平成24年度から農家組合長を
務め、平成26年度には宮野目
地区農家組合協議会長、花巻
地域農家組合協議会長に就任。
平成30年度から全域の農家組
合協議会長を務める。

男女混合ソフトボール大会

地域ごとの活動

農家組合長の推薦により選出した小学５・
６年生が消費地である東京都に出向き、
市場の見学やファーマーズマーケットでの
販売などを体験。子どもたちに農産物の
流通や食と農への理解を深めてもらい、
次世代の担い手育成に励んでいます。

はなまきキッズ農業塾

支援物資の提供

東日本大震災復興支援活動

女性部青年部
農家
組合

地域の子どもたちに農業の大切さや農作物のおいしさ
を伝えようとカボチャを贈呈（大迫地区農家組合協議会）

Union is Power
～協同の力を未来へ～

農家組合

　ＪＡいわて花巻は、平成20年5月1日にＪＡいわて花巻、

ＪＡきたかみ、ＪＡ西和賀、ＪＡとおのの4ＪＡが広域合

併して以来、組合員をはじめ地域住民の皆様に支えられ

広域合併10周年を迎えました。この10 年間、ＪＡ運動

の礎である組合員組織と支店が核となり活発な協同活動

を展開。ともに力を合わせる事で“ 協同の力”を発揮し、

地域の彩りある農業振興と元気な地域づくりに取り組み

ながら、今日のＪＡを築き上げてきました。

　今月と来月の特集は、広域合併10周年記念特別企画。

第一弾の今回は、組合員組織のあゆみを振り返り主な活

動を紹介するとともに、各代表者の想いを紹介します。
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